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研究目的

この研究では、アスリートの身体的・精神的・社会的幸福感についての実態を把握した上で、必
要な社会支援体制の在り方について根拠に基づいて学術的・政策的にも重要な知見を導き出
すことが本調査のねらいです。 一般的にウェルビーイングは、よりよく生きるために、人生の充実、
主観的幸福、生活の質にも関連しています。ウェルビーイングに関連するアスリートのメンタルヘル
スについては、高い負荷がかかるトレーニングや厳しい試合を繰り返し、ストレスのかかるライフスタ
イルを伴うことから、アスリートは一般の方と比較してメンタルヘルスを阻害する要因となる経験を
多く積んでいることが分かっています。近年、日本人の強化選手も国費の投入や自国開催等に
よるプレッシャーからアスリートの抱えるメンタル面での課題が表面化している一方で、海外のオリン
ピック代表選手でうつ、摂食障害、キャリアへの不満が主に報告されています（Gulliver ら,
2015；Foskett & Longstaff, 2018）。 この研究の目的は、日本人アスリートにおけるウェ
ルビーイングの実態を把握するために、2020東京オリンピック・パラリンピック競技大会（以下
「2020東京大会」といいます。）日本人出場者を対象としたアンケート調査を実施することで
す。

研究対象者 この研究の対象者は、2020東京大会に出場した16歳以上の日本人トップアスリート300名程
度です。対象に16歳未満の未成年者は含まれません。

研究概要

この研究で用いるアンケート調査項目（全38項目）は、本研究の研究者が選定した大学生ア
スリート（100名）を対象とした昨年度の研究でその妥当性、信頼性、実用性が検証されたこ
とから、科学的合理性を備えていると考えています。 この研究は、2020東京大会に出場した16
歳以上の日本人トップアスリート300名程度を対象にアンケート調査を実施します。調査の質問
紙には、ライフスタイル、キャリア、メンタルヘルス、社会的支援体制の38項目が含まれ、回答の所
要時間は15～20分程度です（別紙１）。調査結果は統計的に処理し、個人の秘密厳守は
もちろんのこと、前述の目的のみに使用します。アンケート調査は、新型コロナウイルス感染症予
防のため、社会調査会社を介したオンライン調査で実施します。具体的には、研究責任者が社
会調査会社の作成したURLを中央競技団体に送付し、中央競技団体からそのURLがあなたに
直接送付されます。あなたの意思のもとでその指定されたURLにアクセスすることにより、ウェブサイ

研究に用いる情報の種類 人を対象として取得された情報（質問紙ライフスタイル、キャリア、メンタルヘルス、社会的支援体
制の38項目）
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